
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 第 第 第 第 第
六 五 四 三 ニ ー
ニ0Dコ 　ユ 　 DD
早 早 早 早 早 早
総
則
人法
律
行
為
物
件
債
権
親
族
298
第
七
章
相
続
第
八
章
小
切
手
・
手
形
第
九
章
海
上
附
則
く第
六
四
六
五
号
、
一
一〇
〇
一
年
四
月
七
日
〉
神奈川法学第36巻 第3号2004年(964)
第
一
章
総
則
第
一
条
(目
的
)
こ
の
法
は
、
外
国
的
要
素
が
あ
る
法
律
関
係
に
関
し
、
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
原
則
と
準
拠
法
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
二
条
(国
際
裁
判
管
轄
)
①
裁
判
所
は
当
事
者
ま
た
は
紛
争
に
な
っ
た
事
案
が
、
大
韓
民
国
と
実
質
的
関
連
が
あ
る
場
合
に
、
国
際
裁
判
管
轄
権
を
持
つ
。
こ
の
場
合
に
、
裁
判
所
は
実
質
的
関
連
の
有
無
を
判
断
す
る
に
際
し
、
国
際
裁
判
管
轄
配
分
の
理
念
に
一
致
す
る
合
理
的
な
原
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
裁
判
所
は
国
内
法
の
管
轄
規
定
を
考
慮
し
、
国
際
裁
判
管
轄
件
の
有
無
を
判
断
し
、
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
国
際
裁
判
管
轄
の
特
殊
性
を
充
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
条
(本
国
法
)
①
当
事
者
の
本
国
法
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
当
事
者
が
二
つ
以
上
の
国
籍
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
と
最
も
密
接
な
関
連
の
あ
る
国
家
法
を
、
そ
の
本
国
法
と
し
て
定
め
る
。
②
当
事
者
が
国
籍
を
持
た
な
い
か
、
あ
る
い
は
当
事
者
の
国
籍
を
知
ら
な
い
場
合
に
は
、
彼
の
常
居
所
が
あ
る
国
家
法
(以
下
、
(965)韓国の改正 「国際私法」について299
"
常
居
所
地
法
"
と
称
す
る
)
に
よ
り
、
常
居
所
を
知
ら
な
い
時
に
は
彼
の
居
所
が
あ
る
国
家
法
に
よ
る
。
③
当
事
者
が
地
域
に
従
っ
て
、
法
を
異
に
す
る
国
家
の
国
籍
を
持
つ
時
に
は
、
そ
の
国
家
法
の
選
択
規
定
に
従
っ
て
指
定
さ
れ
る
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
規
定
が
な
い
時
に
は
、
当
事
者
と
最
も
密
接
な
関
連
の
あ
る
地
域
法
に
よ
る
。
第
四
条
(常
居
所
地
法
)
当
事
者
の
常
居
所
地
法
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
当
事
者
の
常
居
所
を
知
ら
な
い
時
に
は
、
そ
の
居
所
が
あ
る
国
家
法
に
よ
る
。
第
五
条
(外
国
法
の
適
用
)
法
院
(裁
判
所
)
は
こ
の
法
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
外
国
法
の
内
容
を
直
権
で
調
査
・
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
当
事
者
に
そ
れ
に
対
す
る
協
力
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
六
条
(準
拠
法
の
範
囲
)
こ
の
法
に
よ
り
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
る
外
国
法
の
規
定
は
、
公
法
的
性
格
が
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
そ
の
適
用
が
排
除
さ
れ
な
い
。
第
七
条
(大
韓
民
国
法
の
強
行
的
適
用
)
立
法
目
的
に
照
ら
し
、
準
拠
法
に
関
係
な
く
、
当
該
法
律
関
係
に
適
用
す
べ
き
大
韓
民
国
の
強
行
規
定
は
こ
の
法
に
よ
っ
て
、
外
国
法
が
準
拠
法
に
指
定
さ
れ
る
場
合
も
、
こ
れ
を
適
用
す
る
。
第
入
条
(準
拠
法
指
定
の
例
外
)
①
こ
の
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
準
拠
法
が
当
該
法
律
関
係
と
僅
か
な
関
連
し
か
な
く
、
そ
の
法
律
関
係
と
最
も
関
連
の
あ
る
他
の
国
家
法
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
は
、
そ
の
他
の
国
家
法
に
よ
る
。
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②
第
一
項
の
規
定
は
、
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
準
拠
法
を
選
択
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
適
用
し
な
い
。
第
九
条
(準
拠
法
指
定
時
の
反
致
)
①
こ
の
法
に
よ
っ
て
、
外
国
法
が
準
拠
法
と
し
て
指
定
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
国
家
法
に
よ
っ
て
大
韓
民
国
法
が
適
用
さ
れ
る
時
に
は
、
大
韓
民
国
法
(準
拠
法
の
指
定
に
関
す
る
法
規
を
除
外
す
る
)
に
よ
る
。
②
次
ぎ
の
事
項
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。
一
、
当
事
者
が
合
意
に
よ
っ
て
準
拠
法
を
選
択
す
る
場
合
二
、
こ
の
法
に
よ
っ
て
、
契
約
の
準
拠
法
が
指
定
さ
れ
る
場
合
三
、
第
四
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
扶
養
の
準
拠
法
が
指
定
さ
れ
る
場
合
四
、
第
五
〇
条
第
三
項
の
規
定
よ
り
、
遺
言
の
方
式
の
準
拠
法
が
指
定
さ
れ
る
場
合
五
、
第
六
〇
条
の
規
定
に
よ
り
、
船
籍
国
法
が
指
定
さ
れ
る
場
合
六
、
そ
の
他
、
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
こ
の
法
の
指
定
趣
旨
に
反
す
る
場
合
第
一
〇
条
(社
会
秩
序
に
反
す
る
外
国
法
の
規
定
)
外
国
法
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
そ
の
規
定
の
適
用
が
大
韓
民
国
の
善
良
な
風
俗
、
こ
と
が
明
白
な
場
合
に
は
、
そ
れ
を
適
用
し
な
い
。
そ
の
他
の
社
会
秩
序
に
違
反
す
る
第
二
章
人
第
一
一
条
(権
利
能
力
)
㎝⑲
人
の
権
利
能
力
は
そ
の
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
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第
一
二
条
(失
踪
宣
告
)
法
院
(裁
判
所
)
は
外
国
人
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
大
韓
民
国
に
そ
の
人
の
財
産
が
あ
る
か
、
ま
た
は
大
韓
民
国
の
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律
関
係
が
あ
る
時
、
お
よ
び
そ
の
他
の
正
当
な
事
由
が
あ
る
時
に
は
、
大
韓
民
国
法
に
よ
っ
て
失
踪
宣
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
=
二
条
(行
為
能
力
)
①
人
の
行
為
能
力
は
そ
の
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
行
為
能
力
が
婚
姻
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
②
既
に
取
得
し
た
行
為
能
力
は
、
国
籍
の
変
更
に
よ
っ
て
喪
失
し
た
り
制
限
さ
れ
な
い
。
第
一
四
条
(限
定
治
産
お
よ
び
禁
治
産
宣
告
)
法
院
(裁
判
所
)
は
大
韓
民
国
に
常
居
所
ま
た
は
居
所
が
あ
る
外
国
人
に
対
し
て
、
大
韓
民
国
法
に
よ
っ
て
限
定
治
産
お
よ
び
禁
治
産
宣
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
五
条
(取
引
保
護
)
①
法
律
行
為
を
行
っ
た
者
と
相
手
が
法
律
行
為
の
成
立
当
時
に
同
一
国
家
内
に
い
る
場
合
に
、
そ
の
行
為
者
が
そ
の
本
国
法
に
よ
っ
て
無
能
力
者
で
あ
っ
て
も
、
法
律
行
為
が
行
わ
れ
た
国
家
に
よ
っ
て
能
力
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
人
の
無
能
力
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
相
手
方
が
法
律
当
時
に
そ
の
無
能
力
を
分
か
っ
た
と
か
、
分
か
る
こ
と
が
出
来
る
場
合
に
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
②
第
一
項
の
規
定
は
、
親
族
法
ま
た
は
相
続
法
の
規
定
に
よ
る
法
律
行
為
お
よ
び
行
為
地
以
外
の
国
家
に
あ
る
不
動
産
に
関
す
る
法
律
行
為
に
は
適
用
し
な
い
。
第
一
六
条
(法
人
お
よ
び
団
体
)
302
法
人
ま
た
は
団
体
は
そ
の
設
立
の
準
拠
法
に
よ
る
。
但
し
、
外
国
で
設
立
さ
れ
た
法
人
ま
た
は
団
体
が
大
韓
民
国
に
主
た
る
事
務
所
が
あ
る
か
、
ま
た
は
大
韓
民
国
に
主
た
る
事
業
を
す
る
場
合
に
は
大
韓
民
国
の
法
に
よ
る
。
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第
三
章
法
律
行
為
第
一
七
条
(法
律
行
為
の
方
式
)
①
法
律
行
為
の
方
式
は
そ
の
行
為
の
準
拠
法
に
よ
る
。
②
行
為
地
法
に
よ
っ
て
行
っ
た
法
律
行
為
の
方
式
は
、
第
一
項
の
規
定
に
拘
ら
ず
有
効
で
あ
る
。
③
当
事
者
が
契
約
締
結
時
に
、
互
い
に
異
な
る
国
家
に
在
住
し
て
い
る
時
に
は
、
そ
の
国
家
中
の
]
国
の
法
が
定
め
る
法
律
行
為
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
出
来
る
。
④
代
理
人
に
よ
る
法
律
行
為
の
場
合
に
は
、
代
理
人
が
い
る
国
家
を
規
準
に
第
二
項
に
規
定
さ
れ
た
行
為
地
法
を
定
め
る
。
⑤
第
二
項
乃
至
第
四
項
の
規
定
は
、
物
件
そ
の
他
、
登
記
す
べ
き
権
利
を
設
定
す
る
か
、
あ
る
い
は
処
分
す
る
法
律
行
為
の
方
式
に
関
し
て
は
そ
れ
を
適
用
し
な
い
。
第
一
入
条
(任
意
代
理
)
①
本
人
と
代
理
人
と
の
関
係
は
、
当
事
者
間
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
に
よ
る
。
②
代
理
人
の
行
為
に
よ
っ
て
、
本
人
が
第
三
者
に
対
し
て
義
務
を
負
担
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
代
理
人
の
営
業
所
が
あ
る
国
家
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、
代
理
人
の
営
業
所
が
な
い
か
あ
る
い
は
営
業
所
が
あ
っ
て
も
、
第
三
者
が
こ
れ
を
知
ら
な
い
場
合
に
は
、
代
理
人
が
実
際
に
代
理
行
為
を
し
た
国
家
法
に
よ
る
。
③
代
理
人
が
本
入
と
雇
用
契
約
に
あ
っ
て
、
そ
の
営
業
所
が
無
い
時
に
は
、
本
人
の
主
た
る
営
業
所
を
そ
の
営
業
所
と
見
な
す
。
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④
本
人
は
、
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
の
規
定
に
拘
ら
ず
、
代
理
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
準
拠
法
の
選
択
は
代
理
権
を
証
明
す
る
書
面
に
明
示
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
代
理
人
に
よ
っ
て
第
三
者
に
書
面
で
通
知
さ
れ
た
場
合
に
限
っ
て
の
み
、
そ
の
効
力
が
あ
る
。
⑤
代
理
権
の
な
い
代
理
人
と
第
三
者
間
の
関
係
に
関
し
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
第
四
章
物
件
第
一
九
条
(物
件
の
準
拠
法
)
①
動
産
お
よ
び
不
動
産
に
関
す
る
物
権
ま
た
は
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
権
利
は
、
そ
の
目
的
物
の
所
在
地
法
に
よ
る
。
②
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
権
利
の
得
失
変
更
は
、
そ
の
原
因
に
な
っ
た
行
為
ま
た
は
事
実
の
完
成
当
時
の
そ
の
目
的
物
の
所
在
地
法
に
よ
る
。
第
二
〇
条
(運
送
乎
段
)
航
空
機
に
関
す
る
物
権
は
そ
の
国
籍
所
属
国
法
に
よ
り
、
鉄
道
車
両
に
関
す
る
物
権
は
そ
の
運
行
許
可
国
法
に
よ
る
。
第
二
一
条
(無
記
名
証
券
)
無
記
名
証
券
に
関
す
る
権
利
の
得
失
変
更
は
、
そ
の
原
因
に
な
っ
た
行
為
ま
た
は
事
実
の
完
成
当
時
の
、
そ
の
無
記
名
証
券
の
所
在
地
法
に
よ
る
。
第
二
二
条
(移
動
中
の
物
件
)
移
動
中
の
物
権
に
関
す
る
権
利
の
得
失
変
更
は
、
そ
の
目
的
地
法
に
よ
る
。
第
二
三
条
(債
券
等
に
対
す
る
約
定
担
保
物
件
)
304
債
権
・株
式
、
そ
の
他
の
権
利
ま
た
は
こ
れ
を
表
彰
す
る
有
価
証
券
を
対
象
と
す
る
約
定
担
保
物
権
は
担
保
対
象
で
あ
る
権
利
の
準
拠
法
に
よ
る
。
但
し
、
無
記
名
証
券
を
対
象
と
す
る
約
定
担
保
物
権
は
第
二
一
条
の
規
定
に
よ
る
。
第
二
四
条
(知
的
財
産
権
の
保
護
)
知
的
財
産
権
の
保
護
は
、
そ
の
侵
害
地
法
に
よ
る
。
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第
五
章
債
権
第
二
五
条
(当
事
者
自
治
)
①
契
約
は
当
事
者
が
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
選
択
し
た
法
に
よ
る
。
但
し
、
黙
示
的
な
選
択
に
よ
る
契
約
内
容
は
、
そ
の
他
の
全
て
の
事
情
か
ら
合
理
的
に
認
め
得
る
場
合
に
限
る
。
②
当
事
者
の
契
約
の
一
部
に
関
し
て
も
、
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
当
事
者
は
合
意
に
よ
っ
て
、
本
条
ま
た
は
第
二
六
条
の
規
定
に
よ
る
準
拠
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
全
て
の
要
素
が
一
国
家
と
関
連
が
あ
る
に
も
拘
わ
ち
ず
、
当
事
者
が
そ
の
他
の
国
家
法
を
選
択
し
た
場
合
に
、
関
連
し
た
国
家
の
強
行
規
定
は
そ
の
適
用
が
排
除
さ
れ
な
い
。
⑤
準
拠
法
選
択
に
関
す
る
当
事
者
の
合
意
の
成
立
、
お
よ
び
有
効
性
に
関
し
て
は
、
第
二
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
第
二
六
条
(準
拠
法
の
決
定
時
の
客
観
的
連
結
)
①
当
事
者
が
準
拠
法
を
選
択
し
て
な
い
場
合
に
お
け
る
契
約
は
、
そ
の
契
約
と
最
も
密
接
に
関
連
あ
る
国
家
法
に
よ
る
。
②
当
事
者
が
契
約
に
従
っ
て
、
つ
ぎ
の
各
項
中
の
い
ず
れ
か
の
一
つ
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
家
約
締
結
当
時
に
彼
の
常
居
所
が
あ
る
国
家
法
(当
事
者
が
法
人
ま
た
は
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
、
主
た
る
事
務
所
が
あ
る
国
家
法
)
が
最
も
密
接
に
関
連
の
あ
る
(971}韓国の改正 「国際私法」について305
も
の
と
推
定
す
る
。
但
し
、
契
約
が
当
事
者
の
職
業
ま
た
は
営
業
活
動
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
事
者
の
営
業
所
が
あ
る
国
家
法
が
最
も
密
接
な
関
連
の
あ
る
も
の
と
推
定
す
る
。
一
、
譲
渡
契
約
の
場
合
に
は
、
譲
渡
人
の
履
行
二
、
利
用
契
約
の
場
合
に
は
、
物
権
ま
た
は
権
利
を
利
用
す
る
よ
う
に
す
る
当
事
者
の
履
行
三
、
委
任
・
請
負
契
約
、
お
よ
び
こ
れ
と
類
似
し
た
用
役
提
供
契
約
の
場
合
に
は
、
用
役
の
履
行
③
不
動
産
に
関
す
る
権
利
を
対
象
に
す
る
契
約
の
場
合
に
は
、
不
動
産
の
所
在
す
る
国
家
法
が
最
も
関
連
あ
る
も
の
と
推
定
す
る
。
第
二
七
条
(消
費
者
契
約
)
①
消
費
者
が
職
業
ま
た
は
営
業
活
動
以
外
の
目
的
で
締
結
す
る
契
約
が
、
つ
ぎ
の
各
号
の
中
で
、
い
ず
れ
か
一
つ
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
事
者
が
準
拠
法
を
選
択
し
た
と
し
て
も
、
消
費
者
の
常
居
所
が
あ
る
国
家
の
強
行
規
定
に
よ
っ
て
消
費
者
に
付
与
さ
れ
る
保
護
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
、
消
費
者
の
相
手
方
が
契
約
締
結
に
先
立
っ
て
、
国
家
か
ら
広
告
に
よ
る
取
引
の
勧
誘
な
ど
職
業
ま
た
は
営
業
活
動
を
行
う
か
、
ま
た
は
そ
の
国
家
外
の
地
域
で
そ
の
国
家
へ
広
告
に
よ
る
取
引
の
勧
誘
な
ど
職
業
ま
た
は
営
業
活
動
を
行
い
、
消
費
者
が
そ
の
国
家
で
契
約
締
結
に
必
要
な
行
為
を
行
っ
た
場
合
。
二
、
消
費
者
の
相
手
方
が
、
そ
の
国
家
か
ら
消
費
者
の
注
文
を
受
け
た
場
A
口
。
三
、
消
費
者
の
相
手
方
が
、
消
費
者
に
し
て
、
外
国
に
行
っ
て
注
文
を
行
う
よ
う
誘
導
し
た
場
合
。
②
当
事
者
が
準
拠
法
を
選
択
し
な
い
場
合
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
契
約
は
第
二
六
条
の
規
定
に
拘
わ
ら
ず
、
消
費
者
の
常
居
所
地
の
法
に
よ
る
。
③
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
方
式
は
、
第
一
七
条
第
一
項
乃
至
第
三
項
の
規
定
に
も
拘
わ
ら
ず
、
消
費
者
の
常
居
所
地
の
法
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に
よ
る
。
④
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
場
合
、
消
費
者
は
そ
の
常
屠
所
が
あ
る
国
家
に
お
い
て
も
、
相
手
方
に
対
し
、
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
場
合
に
、
消
費
者
の
相
手
方
が
消
費
者
に
対
し
提
起
す
る
訴
は
、
消
費
者
の
常
居
所
が
あ
る
国
家
に
お
い
て
の
み
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑥
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
当
事
者
は
、
書
面
に
よ
っ
て
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
合
意
は
つ
ぎ
の
各
号
の
な
か
の
何
れ
か
の
一
つ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
っ
て
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
一
、
紛
争
が
既
に
発
生
し
た
場
合
に
。
二
、
消
費
者
に
対
し
、
本
条
に
よ
る
管
轄
法
院
(裁
判
所
)
に
追
加
し
、
他
の
法
院
に
提
訴
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
場
合
。
第
二
入
条
(雇
用
契
約
)
①
雇
用
契
約
の
場
合
に
、
当
事
者
が
準
拠
法
を
選
択
し
て
も
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
準
拠
法
所
属
国
家
の
強
行
規
定
に
よ
っ
て
、
勤
労
者
に
付
与
さ
れ
る
保
護
を
剥
奪
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
当
事
者
が
準
拠
法
を
選
択
し
て
な
い
場
合
に
、
勤
労
契
約
は
第
二
六
条
の
規
定
に
も
拘
わ
ら
ず
、
勤
労
者
が
日
常
的
に
労
務
を
提
供
す
る
国
家
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、
勤
労
者
が
日
常
的
に
あ
る
一
つ
の
国
家
の
な
か
で
労
務
を
提
供
し
な
い
場
合
に
は
、
使
用
者
が
勤
労
者
を
雇
用
し
た
営
業
所
が
あ
る
国
家
法
に
よ
る
。
③
勤
労
契
約
の
場
合
に
、
勤
労
者
は
自
ら
の
日
常
的
な
労
務
を
提
供
す
る
か
ま
た
は
最
後
に
日
常
的
な
労
務
を
提
供
し
た
国
家
に
お
い
て
も
使
用
者
に
対
し
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
自
ら
が
日
常
的
に
あ
る
一
つ
の
国
家
で
労
務
を
提
供
し
な
い
か
し
か
っ
た
場
合
に
は
、
使
用
者
が
自
ら
を
雇
用
し
た
営
業
所
が
あ
る
か
ま
た
は
あ
っ
た
国
家
に
お
い
て
も
使
用
者
に
対
し
訴
㈹
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑲
④
勤
労
契
約
の
場
合
に
、
使
用
者
が
勤
労
者
に
対
し
提
起
す
る
訴
は
勤
労
者
の
常
居
所
が
あ
る
国
家
ま
た
は
勤
労
者
が
日
常
的
に
労
務
を
提
供
す
る
国
家
で
の
み
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑤
勤
労
契
約
の
当
事
者
は
、
書
面
に
よ
っ
て
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
合
意
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
合
意
は
つ
ぎ
の
各
項
の
な
か
の
何
れ
か
の
一
つ
に
該
当
す
る
場
合
に
限
っ
て
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
一
、
紛
争
が
す
で
に
発
生
し
た
場
合
。
厭
第
二
九
紅
(羅
馨
擁
院
に
追
加
」
他
の
法
院
に
提
訴
す
登
-
を
許
容
す
る
場
命
騰
①
契
約
の
成
立
お
よ
び
有
効
珪
そ
の
契
約
が
有
効
に
成
立
し
た
場
合
に
、
こ
の
法
に
よ
っ
て
適
用
す
べ
き
準
拠
法
に
し
た
が
っ
咽
て
判
断
す
る
。
虹
②
笙
項
の
規
定
に
よ
る
準
拠
法
に
従
い
当
事
者
の
行
為
の
効
力
を
判
断
す
る
こ
と
が
・
全
て
の
事
情
に
昭
{ち
し
て
明
白
に
不
当
の鯛
な
場
合
は
、
そ
の
当
事
者
は
契
約
に
同
意
し
な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
常
居
所
地
法
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
〇
条
(事
務
管
理
)
①
事
務
管
理
は
そ
の
管
理
が
行
わ
れ
た
所
の
法
に
よ
る
。
但
し
、
事
務
管
理
が
当
事
者
間
の
法
律
関
係
に
起
因
し
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
に
よ
る
。
②
他
人
の
債
務
を
弁
済
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
請
求
権
は
、
そ
の
債
務
の
準
拠
法
に
よ
る
。
枷
第
三
一
条
(不
当
利
得
)
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不
当
利
得
は
そ
の
利
得
が
発
生
し
た
所
の
法
に
よ
る
。
但
し
、
不
当
利
得
が
当
事
者
間
の
法
律
関
係
に
起
因
し
て
行
わ
れ
た
履
行
か
ら
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
に
よ
る
。
第
三
二
条
(不
法
行
為
)
①
不
法
行
為
は
そ
の
行
為
が
行
わ
れ
た
所
の
法
に
よ
る
。
②
不
法
行
為
が
行
わ
れ
た
当
時
に
、
同
一
な
国
家
の
な
か
に
加
害
者
と
被
害
者
の
常
居
所
が
あ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
の
規
定
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
国
家
法
に
よ
る
。
③
加
害
者
と
被
害
者
間
に
存
在
す
る
法
律
関
係
が
不
法
行
為
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
場
合
に
は
、
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
の
規
定
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
に
よ
る
。
④
第
一
項
乃
至
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
外
国
法
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
そ
の
性
質
が
明
確
に
被
害
者
の
適
切
な
賠
償
の
た
め
に
で
は
な
く
、
ま
た
は
そ
の
範
囲
が
本
質
的
に
被
害
者
の
適
切
な
賠
償
の
た
め
に
必
要
な
程
度
を
超
え
る
時
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。
第
三
三
条
(準
拠
法
に
関
す
る
事
後
的
合
意
)
当
事
者
は
第
三
〇
条
乃
至
第
三
二
条
の
規
定
に
も
拘
わ
ら
ず
、
事
務
管
理
・不
当
利
得
・不
法
行
為
が
発
生
し
た
後
、
合
意
に
よ
っ
て
大
韓
民
国
の
法
を
そ
の
準
拠
法
と
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
第
三
者
の
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
第
三
四
条
(債
権
の
譲
渡
お
よ
び
債
務
の
引
受
け
)
①
債
権
の
譲
渡
人
と
譲
受
人
間
の
法
律
関
係
は
当
事
者
間
の
契
約
の
準
拠
法
に
よ
る
。
但
し
、
債
権
の
譲
渡
可
能
性
、
債
務
者
お
よ
び
第
三
者
に
対
す
る
債
権
譲
渡
の
効
力
は
譲
渡
さ
れ
る
債
権
の
準
拠
法
に
よ
る
。
②
第
一
項
の
規
定
は
、
債
務
引
受
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。
知
第
三
五
条
(法
律
に
よ
る
債
権
の
移
転
)
⑲
①
法
律
に
よ
る
債
権
の
移
転
は
、
そ
れ
以
前
の
原
因
に
な
っ
た
旧
債
権
者
と
新
債
権
者
間
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
に
よ
る
。
②
第
一
項
の
よ
う
な
法
律
関
係
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
移
転
さ
れ
る
債
権
の
準
拠
法
に
よ
る
。
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第
六
章
親
権
第
三
六
条
(婚
姻
の
成
立
)
①
婚
姻
の
成
立
要
件
は
各
当
事
者
に
対
し
て
、
そ
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
婚
姻
の
方
式
は
婚
姻
挙
行
地
法
、
ま
た
は
当
事
者
一
方
の
本
国
法
に
よ
る
。
但
し
、
大
韓
民
国
で
婚
姻
を
挙
行
す
る
場
合
に
は
大
韓
民
国
の
法
に
よ
る
。
第
三
七
条
(婚
姻
の
一
般
的
効
力
)
婚
姻
の
一
般
的
効
力
は
つ
ぎ
の
各
項
に
定
め
た
法
の
順
位
に
よ
る
。
一
、
夫
婦
の
同
一
な
本
国
法
二
、
夫
婦
の
同
一
な
常
居
所
地
の
法
三
、
夫
婦
と
最
も
密
接
な
関
連
の
あ
る
所
の
法
第
三
八
条
(夫
婦
財
産
制
)
①
夫
婦
財
産
制
に
関
し
て
は
第
三
七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
②
夫
婦
が
合
意
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
各
号
の
法
の
な
か
で
何
れ
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、
夫
婦
財
産
制
は
第
一
項
の
規
定
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
法
に
よ
る
。
但
し
、
そ
の
合
意
は
日
時
と
夫
婦
の
記
名
捺
印
ま
た
は
署
名
が
あ
る
書
面
で
作
成
さ
れ
た
場
合
に
限
っ
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て
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
一
、
夫
婦
中
の
一
方
が
国
籍
を
持
つ
法
二
、
夫
婦
中
一
方
の
常
居
所
地
法
三
、
不
動
産
に
関
す
る
夫
婦
財
産
制
に
対
し
て
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
在
地
法
③
外
国
法
に
よ
る
夫
婦
財
産
制
は
、
大
韓
民
国
で
行
っ
た
法
律
行
為
お
よ
び
大
韓
民
国
に
あ
る
財
産
に
関
し
て
、
こ
れ
を
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に
、
そ
の
夫
婦
財
産
制
に
よ
る
こ
と
が
出
来
な
い
時
に
は
、
第
三
者
の
規
定
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
九
条
(離
婚
)
離
婚
に
関
し
て
は
第
三
九
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
但
し
、
夫
婦
中
の
一
方
が
大
韓
民
国
に
常
店
所
が
あ
る
大
韓
民
国
の
国
民
で
あ
る
場
合
は
、
離
婚
は
大
韓
民
国
の
法
に
よ
る
。
第
四
〇
条
(婚
姻
中
の
親
子
関
係
)
①
婚
姻
中
の
親
子
関
係
の
成
立
は
子
の
出
生
当
時
の
夫
婦
中
の
一
方
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
第
一
項
の
場
合
に
、
夫
が
子
の
出
生
以
前
に
死
亡
し
た
時
に
は
、
死
亡
当
時
の
本
国
法
を
彼
の
本
国
法
と
見
な
す
。
第
四
一
条
(婚
姻
外
の
親
子
関
係
)
①
婚
姻
外
の
親
子
関
係
の
成
立
は
子
の
出
生
当
時
、
母
の
本
国
法
に
よ
る
。
但
し
、
夫
子
間
の
親
子
関
係
の
成
立
は
子
の
出
生
当
時
、
夫
の
本
国
法
ま
た
は
現
在
の
子
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
認
知
は
第
一
項
が
定
め
る
法
の
他
に
、
認
知
当
時
の
認
知
者
の
本
国
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
第
一
項
の
場
合
、
夫
が
子
の
出
生
以
前
に
死
亡
し
た
場
合
は
死
亡
当
時
の
本
国
法
を
彼
の
本
国
法
と
見
な
し
、
第
二
項
の
場
合
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は
認
知
者
が
認
知
以
前
に
死
亡
し
た
時
に
は
、
死
亡
当
時
の
本
国
法
を
そ
の
本
国
法
と
し
て
見
な
す
。
第
四
二
条
(婚
姻
外
の
出
生
者
に
対
す
る
準
正
)
①
姻
外
の
出
生
者
が
婚
姻
中
の
出
生
者
に
、
そ
の
地
位
が
変
動
さ
れ
る
場
合
に
関
し
て
は
、
そ
の
要
件
で
あ
る
事
実
の
完
成
当
時
の
夫
ま
た
は
母
の
本
国
法
、
ま
た
は
子
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
。
②
第
一
項
の
場
合
、
夫
ま
た
母
が
そ
の
要
件
で
あ
る
事
実
が
完
成
さ
れ
る
前
に
死
亡
し
た
時
は
、
死
亡
当
時
の
本
国
法
を
彼
の
本
国
法
と
見
な
す
。
第
四
三
条
(入
養
お
よ
び
破
養
)
入
養
お
よ
び
破
養
は
、
入
養
当
時
の
養
親
の
本
国
法
に
よ
る
。
第
四
四
条
(同
意
)
第
四
一
条
乃
至
第
四
三
条
の
規
定
に
よ
る
親
子
関
係
の
成
立
に
関
し
て
、
子
の
本
国
法
が
子
ま
た
は
第
三
者
の
承
諾
や
同
意
等
を
要
件
と
す
る
時
に
は
、
そ
の
要
件
も
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
四
五
条
(親
子
間
の
法
律
関
係
)
親
子
間
の
法
律
関
係
は
夫
母
と
子
の
本
国
法
が
供
に
同
一
な
場
合
に
は
そ
の
法
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
子
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
。
第
四
六
条
(扶
養
)
①
扶
養
の
義
務
は
扶
養
権
者
の
常
居
所
地
法
に
よ
る
。
但
し
、
そ
の
法
に
よ
れ
ば
扶
養
権
利
者
が
扶
養
義
務
者
か
ら
扶
養
を
受
け
ら
れ
な
い
時
に
は
、
当
事
者
の
共
通
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
大
韓
民
国
で
離
婚
が
成
立
ま
た
は
承
認
さ
れ
た
場
合
に
、
離
婚
し
た
当
事
者
間
の
扶
養
義
務
は
第
一
項
の
規
定
に
拘
ら
ず
、
そ
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の
離
婚
に
関
し
て
適
用
さ
れ
た
法
に
よ
る
。
③
傍
系
血
族
間
ま
た
は
姻
戚
間
の
扶
養
義
務
の
場
合
に
、
扶
養
義
務
者
は
扶
養
権
利
者
の
請
求
に
対
し
て
当
事
者
の
共
通
本
国
法
に
よ
っ
て
扶
養
義
務
が
な
い
と
い
・?
王
張
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
法
が
な
い
時
は
扶
養
義
務
者
の
常
居
所
地
の
法
に
よ
っ
て
扶
養
義
務
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
④
扶
養
権
利
者
と
扶
養
義
務
者
が
供
に
大
韓
民
国
の
国
民
で
、
扶
養
義
務
者
が
大
韓
民
国
に
常
居
所
が
あ
る
場
合
に
は
、
大
韓
民
国
の
法
に
よ
る
。
第
四
七
条
(そ
の
他
の
親
族
関
係
)
親
族
関
係
の
成
立
お
よ
び
親
族
関
係
で
発
生
す
る
権
利
義
務
に
関
し
、
こ
の
法
に
特
別
な
規
定
が
な
い
場
合
は
、
各
当
事
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
第
四
八
条
(後
見
)
①
後
見
は
被
後
見
人
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
大
韓
民
国
に
常
居
所
ま
た
は
居
所
が
あ
る
外
国
人
に
対
す
る
後
見
は
、
つ
ぎ
の
各
号
中
何
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
大
韓
民
国
法
に
よ
る
。
一
、
彼
の
本
国
法
に
よ
る
と
、
後
見
開
始
の
原
因
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
見
事
務
を
行
う
者
が
な
い
か
、
ま
た
は
後
見
事
務
を
行
う
者
が
あ
っ
て
も
後
見
事
務
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
。
二
、
大
韓
民
国
で
限
定
治
産
ま
た
は
禁
治
産
を
宣
告
し
た
場
合
。
三
、
そ
の
他
、
被
後
見
人
を
保
護
す
べ
き
緊
急
な
必
要
が
あ
る
場
合
。
(979}韓国の改正 「国際私法」について
第
七
章
相
続
第
四
九
条
(相
続
)
①
相
続
は
死
亡
当
時
の
被
相
続
人
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
被
相
続
人
が
遺
言
に
適
用
さ
れ
る
方
式
に
よ
っ
て
、
明
示
的
に
つ
ぎ
の
各
号
の
法
の
な
か
で
、
何
れ
か
を
指
定
し
た
時
に
は
、
相
続
は
第
一
項
の
規
定
に
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
法
に
よ
る
。
一
、
指
定
当
時
、
被
相
続
の
常
居
所
が
あ
る
国
家
法
。
但
し
、
そ
の
指
定
は
被
相
続
人
が
死
亡
時
ま
で
、
そ
の
国
家
に
常
居
所
を
維
持
し
た
場
合
に
限
っ
て
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
二
、
不
動
産
に
関
す
る
相
続
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
在
地
法
。
第
五
〇
条
(遺
言
)
①
遺
言
は
、
遺
言
当
時
の
遺
言
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
遺
言
の
変
更
、
ま
た
は
撤
回
は
そ
の
当
時
、
遺
言
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
③
遺
言
の
方
法
は
、
つ
ぎ
の
各
号
の
な
か
の
何
れ
か
の
法
に
よ
っ
て
行
う
。
一
、
遺
言
者
が
遺
言
当
時
、
ま
た
は
死
亡
当
時
、
国
籍
を
持
つ
国
家
法
二
、
遺
言
者
の
遺
言
当
時
、
ま
た
は
死
亡
当
時
の
常
居
所
地
の
法
三
、
遺
言
当
時
の
行
為
地
法
四
、
不
動
産
に
関
す
る
遺
言
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
そ
の
不
動
産
の
所
在
地
法
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第
入
章
手
形
・
小
切
手
第
五
一
条
(行
為
能
力
)
①
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
に
よ
る
債
務
を
負
担
す
る
者
の
能
力
は
そ
の
人
の
本
国
法
に
よ
る
。
但
し
、
そ
の
国
家
法
が
他
の
国
家
法
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
定
め
た
場
合
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
②
第
一
項
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
能
力
の
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
他
の
国
家
で
署
名
し
そ
の
国
家
の
法
に
よ
っ
て
能
力
が
あ
る
時
は
、
そ
の
債
務
を
負
担
す
る
能
力
が
あ
る
も
の
と
見
な
す
。
第
五
二
条
(小
切
手
支
払
人
の
資
格
)
①
小
切
手
支
払
人
に
な
れ
る
者
の
資
格
は
、
支
払
地
法
に
よ
る
。
②
支
払
地
法
に
よ
る
と
支
払
人
に
な
れ
な
い
者
を
支
給
人
に
し
て
小
切
手
が
無
効
で
あ
る
場
合
に
も
、
同
一
な
規
定
の
な
い
他
の
国
家
で
行
っ
た
署
名
で
生
じ
た
債
務
の
効
力
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
第
五
三
条
(方
式
)
①
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
の
行
為
の
方
式
は
、
署
名
地
法
に
よ
っ
て
行
う
。
但
し
、
小
切
手
行
為
の
方
式
は
支
給
地
法
に
よ
る
こ
と
も
出
来
る
。
②
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
行
為
が
無
効
で
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
後
行
為
の
行
為
地
法
に
よ
っ
て
適
法
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
以
前
の
行
為
の
無
効
は
そ
の
後
の
行
為
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
③
大
韓
民
国
の
国
民
が
外
国
で
行
っ
た
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
行
為
の
方
式
が
行
為
地
の
法
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
場
合
で
も
、
大
韓
民
国
法
に
よ
っ
て
適
法
な
時
に
は
他
の
大
韓
民
国
の
国
民
に
対
し
て
は
効
力
を
有
す
る
。
第
五
四
条
(効
力
)
(981)韓国の改正 「国際私法」について3Y5
①
為
替
手
形
の
引
受
人
と
約
束
手
形
の
発
行
人
の
債
務
は
支
給
地
法
に
よ
り
、
小
切
手
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
務
は
署
名
地
法
に
よ
る
。
②
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
者
以
外
の
者
の
換
手
形
お
よ
び
約
束
手
形
に
よ
る
債
務
は
、
署
名
地
法
に
よ
る
。
③
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
の
遡
求
権
を
行
使
す
る
期
間
は
、
全
て
の
署
名
者
に
対
し
て
発
行
地
法
に
よ
る
。
第
五
五
条
(原
因
債
権
の
取
得
)
手
形
の
所
持
人
が
そ
の
発
行
の
原
因
に
な
る
債
権
を
取
得
す
る
か
否
か
は
、
手
形
の
発
行
地
法
に
よ
る
。
第
五
六
条
二
部
引
受
け
お
よ
び
一
部
支
給
)
①
為
替
手
形
の
引
き
受
け
を
手
形
金
額
の
一
部
に
制
限
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
、
お
よ
び
所
持
人
が
一
部
支
給
を
受
諾
す
る
義
務
が
あ
る
か
否
か
は
、
支
給
地
法
に
よ
る
。
②
第
一
項
の
規
定
は
、
約
束
手
形
支
給
に
準
用
す
る
。
第
五
七
条
(権
利
の
行
使
・保
全
の
た
め
の
行
為
の
方
式
)
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
に
関
す
る
拒
絶
証
書
の
方
式
、
そ
の
作
成
期
間
お
よ
び
小
切
手
上
の
権
利
の
行
使
ま
た
は
保
全
に
必
要
な
そ
の
他
の
行
為
の
方
式
は
、
拒
絶
書
証
を
作
成
す
べ
き
所
ま
た
は
そ
の
他
の
行
為
を
行
う
べ
き
所
の
法
に
よ
る
。
第
五
八
条
(喪
失
お
よ
び
盗
難
)
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
の
喪
失
ま
た
は
盗
難
の
場
合
に
行
う
べ
き
手
続
き
は
、
支
給
地
法
に
よ
る
。
第
五
九
条
(小
切
手
の
支
給
方
法
)
小
切
手
に
関
す
る
つ
ぎ
の
各
項
は
小
切
手
の
支
給
地
法
に
よ
る
。
一
、
小
切
手
が
一
覧
出
給
を
要
す
る
か
否
か
は
、
一
覧
後
定
期
出
給
で
発
行
で
き
る
か
否
か
お
よ
び
先
日
時
小
切
手
の
効
力
。
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二
、
提
示
期
間
、
三
、
小
切
手
の
引
受
け
。
四
、
所
持
人
が
一
部
支
給
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
お
よ
び
一
部
支
給
を
受
諾
す
る
義
務
が
あ
る
か
否
か
。
五
、
小
切
手
に
横
線
を
表
示
で
き
る
か
否
か
、
お
よ
び
小
切
手
に
"
計
算
の
た
め
に
"
と
い
う
文
句
ま
た
は
こ
れ
と
同
様
な
意
味
の
あ
る
文
句
の
記
載
の
効
力
。
但
し
、
小
切
手
の
発
行
人
ま
た
は
所
持
人
が
小
切
手
の
表
面
に
、
"
計
算
の
た
め
に
"
と
い
う
文
句
ま
た
は
こ
れ
と
同
様
な
意
味
の
あ
る
文
句
を
記
載
し
て
、
現
金
の
支
給
を
禁
止
し
た
場
合
に
、
そ
の
小
切
手
が
外
国
で
発
行
さ
れ
て
大
韓
民
国
で
支
給
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、
一
般
横
線
小
切
手
の
効
力
を
有
す
る
。
六
、
所
持
人
が
小
切
手
資
金
に
対
し
て
特
別
な
権
利
を
有
す
る
か
否
か
、
お
よ
び
そ
の
権
利
の
性
質
。
七
、
発
行
人
が
小
切
手
の
支
給
委
託
を
取
り
消
す
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
、
お
よ
び
支
給
停
止
の
た
め
の
手
続
き
を
取
り
得
る
か
不
口
か
。
入
、
裏
書
人
、
発
行
人
、
そ
の
他
の
債
務
者
に
対
す
る
訴
求
権
の
保
全
の
た
め
の
拒
絶
証
書
ま
た
は
こ
れ
と
同
様
(同
一
)
の
効
力
を
持
つ
宣
言
を
必
要
と
す
る
の
か
否
か
。
第
九
章
海
上
第
六
〇
条
(海
上
)
海
上
に
関
す
る
つ
ぎ
の
各
号
の
事
項
は
、
船
籍
国
の
法
に
よ
る
。
一
、
船
舶
の
所
有
権
お
よ
び
抵
当
権
、
船
舶
優
先
特
権
、
そ
の
他
の
船
舶
に
関
す
る
物
権
。
鋤⑲
二
、
船
舶
に
関
す
る
担
保
物
権
の
優
先
順
位
。
(983)韓国の改正 「国際私法」について
三
、
船
長
と
海
員
の
行
為
に
対
す
る
船
舶
所
有
者
の
責
任
範
囲
。
四
、
船
舶
所
有
者
.傭
船
者
.船
舶
管
理
人
・船
舶
運
航
者
、
そ
の
他
の
船
舶
使
用
人
が
責
任
制
限
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
否
か
、
お
よ
び
そ
の
責
任
制
限
の
範
囲
五
、
共
同
損
害
六
、
船
長
の
代
理
権
蔚弟
⊥ハ
一
条
(船
舶
…衝
突
)
①
開
港
.河
川
ま
た
は
領
海
に
お
け
る
船
舶
の
衝
突
に
関
す
る
責
任
は
、
そ
の
衝
突
地
法
に
よ
る
。
②
公
海
に
お
け
る
船
舶
の
衝
突
に
関
す
る
責
任
は
、
各
船
舶
が
同
一
の
船
籍
国
に
属
す
る
時
に
は
そ
の
船
国
籍
に
よ
り
、
各
船
舶
が
船
籍
国
を
異
に
す
る
時
に
は
加
害
船
舶
の
船
国
籍
に
よ
る
。
第
六
三
条
(海
洋
事
故
救
助
)
海
洋
事
故
救
助
に
よ
る
報
酬
請
求
権
は
そ
の
救
助
行
為
が
領
海
内
で
行
わ
れ
た
時
に
は
行
為
地
の
法
に
よ
り
、
公
海
上
で
行
わ
れ
た
時
に
は
救
助
し
た
船
舶
の
船
籍
国
法
に
よ
る
。
317
附
則
(第
六
四
六
五
号
、
二
〇
〇
一
・
四
・七
)
①
(施
行
時
期
)
こ
の
法
は
二
〇
〇
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
②
(準
拠
法
適
用
の
時
間
的
範
囲
)
こ
の
法
の
施
行
以
前
に
生
じ
た
事
項
に
関
し
て
は
、
従
前
の
渉
外
私
法
に
よ
っ
て
行
う
。
但
し
、
こ
の
法
の
施
行
前
後
に
継
続
す
る
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法
律
関
係
に
関
し
て
は
こ
の
法
の
施
行
以
後
の
法
律
関
係
に
限
っ
て
こ
の
規
定
を
適
用
す
る
。
③
(国
際
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
経
過
措
置
)
こ
の
法
の
施
行
当
時
、
法
院
(裁
判
所
)
に
継
続
中
で
あ
る
事
件
に
関
し
て
は
、
こ
の
法
の
国
際
裁
判
管
轄
に
関
す
る
規
定
を
適
用
し
な
い
。
④
(他
の
法
律
の
改
正
)
仲
裁
法
の
な
か
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
第
二
九
条
第
一
項
の
な
か
の
"
渉
外
私
法
"
を
"
国
際
私
法
"
と
す
る
。
(9$4)
細
1
渉
外
私
法
⑲
(制
定
"
一
九
六
二
年
]
月
一
五
日
、
法
律
第
九
六
六
号
)
(
一
部
改
定
一
九
九
九
年
二
月
五
日
、
法
律
第
五
入
〇
九
号
)
韓国の改正 「国際私法」にっいて319
渉
外
私
法
は
つ
ぎ
の
三
章
と
附
則
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
総
則
第
二
章
民
事
に
関
す
る
規
定
第
三
章
商
事
に
関
す
る
規
定
附
則
、
な
ど
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
章
総
則
第
一
条
(目
的
)
本
法
は
大
韓
民
国
に
お
け
る
外
国
人
お
よ
び
外
国
に
お
け
る
大
韓
民
国
国
民
の
渉
外
的
生
活
関
係
に
関
し
て
準
拠
法
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
二
条
(本
国
法
)
①
当
事
者
の
本
国
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
当
事
者
が
二
つ
以
上
の
国
籍
を
持
っ
て
い
る
時
に
は
、
最
後
に
取
得
し
た
国
籍
に
よ
っ
て
そ
の
本
国
法
を
定
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
国
籍
の
一
つ
が
大
韓
民
国
で
あ
る
時
に
は
、
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
る
。
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②
国
籍
が
な
い
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
住
所
地
法
を
本
国
法
と
見
な
す
。
そ
の
住
所
を
知
ら
な
い
時
は
居
所
地
法
に
よ
る
。
③
地
方
に
し
た
が
っ
て
、
法
が
相
違
な
国
家
の
国
民
に
対
し
て
は
、
そ
の
者
が
属
す
る
地
方
の
法
に
よ
る
。
第
三
条
(住
所
地
法
)
①
当
事
者
の
住
所
地
法
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
住
所
を
知
ら
な
い
時
に
は
、
居
所
地
方
に
よ
る
。
②
前
条
第
一
項
お
よ
び
第
三
項
の
規
定
は
、
当
事
者
の
住
所
地
法
に
よ
る
場
合
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。
第
四
条
(反
正
)
当
事
者
の
本
国
法
に
拠
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
そ
の
当
事
者
の
本
国
法
が
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に
は
、
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
る
。
第
五
条
(社
会
秩
序
に
反
す
る
外
国
法
の
規
定
)
外
国
法
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
規
定
が
善
良
な
風
俗
、
そ
の
他
社
会
秩
序
に
違
反
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
時
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
第
二
章
民
事
に
関
す
る
規
定
第
六
条
(行
為
能
力
)
①
入
の
能
力
は
、
そ
の
本
国
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。
②
外
国
人
が
大
韓
民
国
で
法
律
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
外
国
人
が
本
国
法
に
よ
れ
ば
無
能
力
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
り
能
力
者
で
あ
る
時
に
は
、
こ
れ
を
能
力
者
と
見
な
す
。
③
前
項
の
規
定
は
、
親
族
法
ま
た
は
相
続
法
の
規
定
に
よ
る
法
律
行
為
お
よ
び
外
国
に
あ
る
不
動
産
に
関
す
る
法
律
行
為
に
は
こ
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れ
を
適
用
し
な
い
。
第
七
条
(限
定
治
産
お
よ
び
林示
治
産
)
①
限
定
治
産
お
よ
び
禁
治
産
の
原
因
は
限
定
治
産
者
ま
た
は
禁
治
産
者
の
本
国
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
宣
告
の
効
力
は
宣
告
を
し
た
国
家
の
法
に
よ
る
。
②
大
韓
民
国
に
住
所
ま
た
は
居
所
が
あ
る
外
国
人
が
そ
の
本
国
法
に
よ
っ
て
、
限
定
治
産
ま
た
は
禁
治
産
の
原
因
が
あ
る
時
に
は
、
法
院
(裁
判
所
)
は
そ
の
者
に
対
し
限
定
治
産
ま
た
は
禁
治
産
の
宣
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
大
韓
民
国
の
法
律
が
そ
の
原
因
を
認
定
し
な
い
時
に
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
第
八
条
(失
踪
宣
告
)
外
国
人
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
法
院
は
大
韓
民
国
に
あ
る
財
産
お
よ
び
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
律
関
係
に
関
し
て
の
み
、
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
っ
て
失
踪
の
宣
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
九
条
(法
律
行
為
の
成
立
お
よ
び
効
力
)
法
律
行
為
の
成
立
お
よ
び
効
力
に
関
し
て
は
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
適
用
す
る
法
を
定
め
る
。
し
か
し
、
当
事
者
の
意
思
が
明
ら
か
で
な
い
時
に
は
、
行
為
地
法
に
よ
る
。
第
一
〇
条
(法
律
行
為
の
方
式
)
①
法
律
行
為
の
方
式
は
、
そ
の
行
為
の
効
力
を
定
め
た
法
に
よ
る
。
②
行
為
地
法
に
よ
っ
て
行
っ
た
法
律
行
為
の
方
式
は
、
前
項
の
規
定
に
も
拘
ら
ず
こ
れ
を
有
効
と
す
る
。
し
か
し
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
法
律
行
為
の
効
力
を
定
め
た
法
が
あ
る
時
に
は
、
そ
の
法
が
定
め
た
法
律
行
為
の
方
式
に
よ
っ
て
も
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
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③
前
項
の
規
定
は
、
物
件
そ
の
他
登
記
す
べ
き
権
利
を
し
た
り
処
分
す
る
法
律
行
為
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
第
=
条
(異
法
地
域
間
の
法
律
行
為
)
①
法
を
異
に
す
る
所
に
い
る
者
に
対
し
て
行
っ
た
意
思
表
示
は
、
そ
の
通
知
を
し
た
所
を
行
為
地
と
見
な
す
。
②
契
約
の
成
立
お
よ
び
効
力
に
関
し
て
は
、
そ
の
申
し
込
み
の
通
知
を
し
た
所
を
行
為
地
と
見
な
す
。
そ
の
申
し
込
み
を
受
け
た
者
が
承
諾
を
し
た
時
に
、
そ
の
発
信
地
を
分
か
ら
な
い
時
に
は
申
し
込
み
者
の
住
所
地
を
行
為
ち
と
見
な
す
。
第
一
二
条
(物
件
、
そ
の
他
登
記
す
べ
き
権
利
)
①
動
産
お
よ
び
不
動
産
に
関
す
る
物
件
、
そ
の
他
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
権
利
は
、
そ
の
目
的
物
の
所
在
地
法
に
よ
る
。
②
前
項
に
規
定
し
た
権
利
の
得
失
変
更
は
、
そ
の
原
因
に
な
っ
た
行
為
ま
た
は
事
実
が
完
成
す
る
時
の
目
的
物
の
所
在
地
法
に
よ
る
。
第
一
三
条
(法
定
債
権
の
成
立
お
よ
び
効
力
)
①
事
務
管
理
、
不
当
利
得
ま
た
は
不
法
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
債
権
の
成
立
お
よ
び
効
力
は
、
そ
の
原
因
に
な
っ
た
事
実
が
発
生
し
た
所
の
法
に
よ
る
。
②
前
項
の
規
定
は
、
外
国
で
発
生
し
た
事
実
が
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
っ
て
不
法
行
為
に
な
ら
な
い
時
に
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
③
外
国
で
発
生
し
た
事
実
が
、
大
韓
民
国
の
法
律
で
不
法
行
為
に
な
る
時
に
お
い
て
も
、
被
害
者
は
大
韓
民
国
の
法
律
に
認
め
た
損
害
賠
償
、
そ
の
他
の
処
分
以
外
に
、
こ
れ
を
請
求
で
き
な
い
。
第
一
四
条
(債
権
譲
渡
)
債
権
譲
渡
の
第
三
者
に
対
す
る
効
力
は
、
債
務
者
の
住
所
地
法
に
よ
る
。
第
一
五
条
(婚
姻
の
成
立
要
件
)
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①
婚
姻
の
成
立
要
件
は
、
各
当
事
者
に
関
し
て
、
そ
の
本
国
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
定
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
方
式
は
婚
姻
挙
行
地
の
法
に
よ
る
。
②
前
項
の
規
定
は
、
民
法
第
入
一
四
条
の
適
用
に
影
響
し
な
い
。
第
一
六
条
(婚
姻
の
効
力
)
①
婚
姻
の
効
力
は
、
夫
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
外
国
人
が
大
韓
民
国
国
民
の
婿
養
子
に
な
っ
た
時
の
婚
姻
の
効
力
は
、
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
る
。
第
一
七
条
(夫
婦
財
産
制
)
①
夫
婦
財
産
制
は
、
婚
姻
当
時
の
夫
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
外
国
人
が
大
韓
民
国
国
民
の
養
子
に
な
っ
た
時
の
夫
婦
財
産
制
は
、
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
る
。
第
一
八
条
(離
婚
)
離
婚
は
、
そ
の
原
因
に
な
っ
た
事
実
が
発
生
し
た
当
時
の
夫
の
本
国
法
に
よ
る
。
し
か
し
、
法
院
は
そ
の
原
因
に
な
っ
た
事
実
が
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
っ
て
、
離
婚
の
原
因
に
な
ら
な
い
時
に
は
離
婚
の
宣
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
第
一
九
条
(親
生
子
)
親
生
者
の
推
定
、
承
認
ま
た
は
否
認
は
そ
の
出
生
当
時
の
母
の
夫
の
本
国
法
に
よ
る
。
夫
が
子
の
出
生
以
前
に
死
亡
し
た
時
に
は
、
そ
の
死
亡
当
時
の
本
国
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
定
め
る
。
第
二
〇
条
(認
知
)
①
婚
姻
外
の
出
生
者
の
認
知
要
件
は
、
そ
の
夫
ま
た
は
母
に
関
し
て
は
認
知
し
た
時
の
夫
ま
た
は
母
の
本
国
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
、
そ
の
子
に
関
し
て
は
認
知
す
る
時
の
子
の
本
国
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。
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②
認
知
の
効
力
は
、
夫
ま
た
は
母
の
本
国
法
に
よ
る
。
第
二
一
条
(入
養
お
よ
び
破
養
)
①
入
養
の
要
件
は
、
各
当
事
者
に
関
し
、
そ
の
本
国
法
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。
②
入
養
の
効
力
お
よ
び
破
養
は
養
親
の
本
国
法
に
よ
る
。
第
二
二
条
(親
子
間
の
法
律
関
係
)
親
子
間
の
法
律
関
係
は
、
夫
の
本
国
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、
夫
が
い
な
い
時
に
は
母
の
本
国
法
に
よ
る
。
第
二
三
条
(扶
養
義
務
)
扶
養
の
義
務
は
、
扶
養
義
務
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
第
二
四
条
(親
族
関
係
)
親
族
関
係
お
よ
び
親
族
関
係
か
ら
生
じ
た
権
利
義
務
に
関
し
、
本
法
に
特
別
な
規
定
が
な
い
場
合
に
は
、
各
当
事
者
の
本
国
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
定
め
る
。
第
二
五
条
(後
見
)
①
後
見
は
、
被
後
見
人
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
大
韓
民
国
に
住
所
ま
た
は
居
所
が
あ
る
外
国
人
の
後
見
は
そ
の
本
国
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、
後
見
開
始
の
原
因
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
見
事
務
を
行
う
者
が
な
い
場
合
、
お
よ
び
大
韓
民
国
で
限
定
治
産
ま
た
は
禁
治
産
の
宣
告
を
し
た
時
に
限
っ
て
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
る
。
第
二
六
条
(相
続
)
相
続
は
被
相
続
人
の
本
国
法
に
よ
る
。
曲
第
二
七
条
(遺
言
)
⑲
①
遺
言
の
成
立
お
よ
び
効
力
は
、
そ
の
成
立
当
時
の
遺
言
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
②
遺
言
の
取
り
消
し
は
、
そ
の
取
り
消
し
当
時
の
遺
言
者
の
本
国
法
に
よ
る
。
③
遺
言
の
方
式
は
、
行
為
地
法
に
よ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
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第
三
章
商
事
に
関
す
る
規
定
第
二
八
条
(商
事
に
関
す
る
適
用
順
位
)
商
事
に
関
す
る
事
項
に
関
し
て
、
本
章
に
他
の
規
定
が
な
い
事
項
は
商
慣
習
に
よ
る
の
で
あ
り
、
商
慣
習
が
な
い
時
に
は
民
事
に
関
す
る
準
拠
法
に
よ
る
。
第
二
九
条
(商
事
会
社
の
行
為
能
力
)
商
事
会
社
の
行
為
能
力
は
、
そ
の
営
業
所
所
在
地
の
法
に
よ
る
。
第
三
〇
条
(銀
行
)
銀
行
業
務
に
関
す
る
事
項
お
よ
び
効
力
は
、
そ
の
銀
行
が
属
す
る
国
家
の
法
に
よ
る
。
第
三
一
条
(無
記
名
証
券
)
無
記
名
証
券
の
取
得
に
関
す
る
事
項
は
、
そ
の
取
得
地
法
に
よ
る
。
第
三
二
条
(委
託
お
よ
び
運
送
契
約
)
①
委
託
売
買
契
約
ま
た
は
運
送
周
旋
契
約
に
よ
る
当
事
者
の
権
利
義
務
は
、
委
託
売
買
業
者
ま
た
は
運
送
周
旋
業
者
の
住
所
地
法
に
よ
る
。
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②
前
項
の
委
託
売
買
業
者
ま
た
は
運
送
周
旋
業
者
が
商
社
会
社
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
営
業
所
在
地
の
法
に
よ
る
。
第
三
三
条
(保
険
契
約
)
①
保
険
契
約
に
よ
る
権
利
義
務
は
、
保
険
業
者
の
営
業
所
所
在
地
の
法
に
よ
る
。
②
保
険
証
券
を
基
礎
に
す
る
保
険
契
約
上
の
権
利
の
譲
渡
、
ま
た
は
質
入
は
、
保
険
業
者
の
営
業
所
所
在
地
の
法
に
よ
る
。
第
三
四
条
(手
形
行
為
能
力
)
①
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
に
よ
っ
て
義
務
を
負
う
者
の
能
力
は
、
そ
の
本
国
法
に
よ
る
。
し
か
し
、
そ
の
国
家
の
法
が
他
の
国
家
の
法
に
拠
ら
な
け
れ
な
な
ら
な
い
事
を
定
め
た
時
に
は
、
そ
の
他
の
国
家
の
法
を
適
用
す
る
。
②
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
そ
の
能
力
が
な
い
者
で
あ
っ
て
も
、
他
の
国
家
の
領
域
で
署
名
し
、
そ
の
国
家
の
法
に
よ
っ
て
能
力
が
あ
る
時
に
は
そ
の
責
任
を
負
う
。
第
三
五
条
(小
切
手
支
払
人
の
資
格
)
①
小
切
手
支
給
人
に
な
る
者
は
、
支
払
地
の
法
に
よ
る
。
②
支
払
地
の
法
に
よ
っ
て
支
給
人
に
な
れ
な
い
者
を
支
給
人
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
切
手
が
無
効
に
な
っ
て
も
、
同
様
な
規
定
が
な
い
他
の
国
家
で
行
っ
た
署
名
か
ら
生
じ
た
債
務
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
第
三
六
条
(手
形
行
為
の
方
式
)
①
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
上
の
行
為
の
方
式
は
、
署
名
地
の
法
に
よ
る
。
し
か
し
、
小
切
手
は
支
給
地
の
法
の
規
定
さ
れ
た
方
式
に
よ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
②
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
行
為
が
無
効
で
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
行
為
地
法
に
よ
っ
て
適
法
な
時
に
は
、
前
行
為
の
無
効
に
よ
っ
て
後
行
為
の
効
力
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
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③
大
韓
民
国
国
民
が
外
国
に
お
い
て
行
っ
た
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
上
の
行
為
が
、
大
韓
民
国
の
法
律
に
よ
っ
て
適
法
な
時
に
限
っ
て
、
他
の
大
韓
民
国
国
民
に
対
し
て
も
効
力
が
あ
る
。
第
三
七
条
(手
形
行
為
の
効
力
)
①
為
替
手
形
の
引
受
人
と
約
束
手
形
の
発
行
人
の
義
務
の
効
力
は
、
そ
の
支
給
地
の
法
律
に
よ
る
の
で
あ
り
、
小
切
手
か
ら
生
じ
た
義
務
の
効
力
は
署
名
地
の
法
に
よ
る
。
②
前
項
に
規
定
し
た
者
を
除
き
、
為
替
手
形
、
約
束
手
形
お
よ
び
小
切
手
に
よ
る
債
務
を
負
う
者
の
署
名
か
ら
生
じ
る
効
力
は
そ
の
署
名
地
の
法
に
よ
る
。
し
か
し
、
為
替
手
形
、
約
束
手
形
と
小
切
手
の
遡
求
権
を
行
使
す
る
期
間
は
す
べ
て
の
署
名
者
に
対
し
て
そ
の
発
効
地
の
法
に
よ
る
。
第
三
八
条
(原
因
債
券
の
取
得
)
為
替
手
形
の
所
持
人
が
、
そ
の
発
行
の
原
因
に
な
る
債
券
を
取
得
す
る
如
何
は
、
そ
の
証
券
発
行
地
の
法
に
よ
る
。
第
三
九
条
(
一
部
引
受
・
一
部
支
払
)
為
替
手
形
、
約
束
手
形
の
引
受
を
手
形
金
額
の
「
部
に
制
限
す
る
如
何
と
、
所
持
人
に
そ
の
一
部
支
給
を
受
諾
す
る
義
務
義
務
が
あ
る
か
否
か
の
如
何
は
、
そ
の
支
給
地
の
法
に
よ
る
。
第
四
〇
条
(権
利
行
使
・
保
全
の
た
め
の
行
為
の
方
式
)
拒
絶
証
書
の
方
式
と
そ
の
作
成
期
間
、
そ
の
他
為
替
手
形
、
約
束
手
形
と
小
切
手
上
の
権
利
行
使
ま
た
は
保
存
に
必
要
な
行
為
の
方
式
は
、
拒
絶
証
書
を
作
成
す
る
所
ま
た
は
そ
の
行
為
地
法
に
よ
る
。
第
四
一
条
(手
形
の
喪
失
・
盗
難
)
為
替
手
形
、
約
束
手
形
の
喪
失
ま
た
は
盗
難
の
場
合
に
行
う
べ
き
手
続
き
は
支
給
地
の
法
に
よ
る
。
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第
四
二
条
(計
算
小
切
手
)
小
切
手
の
発
行
人
ま
た
は
所
持
人
が
、
証
券
に
「
計
算
す
る
た
め
に
」
の
文
句
ま
た
は
こ
れ
と
同
様
な
意
味
の
文
句
を
記
載
し
、
現
金
の
支
給
を
禁
止
し
た
場
合
に
、
そ
の
小
切
手
が
外
国
で
発
行
さ
れ
、
大
韓
民
国
で
支
給
す
べ
き
も
の
は
、
一
般
横
線
小
切
手
の
効
力
を
有
す
る
。
第
四
三
条
(支
給
地
法
)
小
切
手
に
関
す
る
つ
ぎ
の
各
号
の
事
項
は
小
切
手
の
支
給
地
の
法
に
よ
る
。
一
、
小
切
手
が
一
覧
出
給
を
要
す
る
如
何
と
一
覧
後
定
期
出
給
で
発
行
で
き
る
如
何
と
、
先
日
時
小
切
手
の
効
力
。
二
、
提
示
期
間
。
三
、
小
切
手
引
受
。
四
、
所
持
人
が
一
部
支
給
を
請
求
し
得
る
如
何
と
、
一
部
支
給
を
受
諾
す
る
義
務
の
有
無
。
五
、
小
切
手
の
横
線
を
引
け
る
如
何
と
、
小
切
手
に
「
計
算
の
た
め
に
」
の
文
句
ま
た
は
こ
れ
と
同
様
な
意
味
の
文
句
の
記
載
の
効
力
。
六
、
所
持
人
の
資
金
に
対
す
る
特
別
な
権
利
の
有
無
と
そ
の
権
利
の
性
質
七
、
発
行
人
が
小
切
手
の
支
給
の
委
託
を
取
り
消
す
か
、
あ
る
い
は
支
給
の
停
止
手
続
き
を
取
り
得
る
如
何
。
入
、
小
切
手
の
喪
失
ま
た
は
盗
難
の
場
合
に
行
な
う
べ
き
手
続
き
。
九
、
裏
書
人
、
そ
の
他
証
券
上
の
債
務
者
に
対
す
る
遡
求
権
保
全
の
た
め
に
、
拒
絶
証
券
ま
た
は
こ
れ
と
同
様
な
効
力
を
持
つ
宣
言
を
必
要
と
す
る
与
否
。
第
四
四
条
(海
上
)
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海
上
に
関
す
る
つ
ぎ
の
各
号
の
事
項
は
、
船
籍
国
法
に
よ
る
。
一
、
船
舶
所
有
権
の
移
転
に
関
す
る
公
示
の
方
法
。
二
、
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
、
船
舶
所
有
者
と
し
て
追
求
権
の
あ
る
者
と
な
い
者
。
三
、
船
舶
を
抵
当
し
得
る
か
ど
う
か
と
、
海
上
で
抵
当
す
る
場
合
に
お
け
る
公
示
方
法
。
四
、
海
上
優
先
特
権
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
債
券
の
種
類
と
船
舶
に
対
す
る
優
先
特
権
の
順
位
。
五
、
船
長
と
海
員
の
行
為
に
対
す
る
船
舶
所
有
者
の
責
任
範
囲
六
、
船
舶
所
有
者
が
船
舶
と
運
賃
を
委
付
し
て
責
任
を
免
れ
る
こ
と
の
与
否
。
七
、
共
同
海
損
に
よ
っ
て
、
利
害
関
係
人
に
分
担
で
き
る
海
損
の
性
質
。
入
、
共
同
海
損
の
場
合
に
、
損
害
を
分
担
す
る
財
団
の
造
成
。
第
四
五
条
(船
舶
衝
突
)
開
港
、
河
ま
た
は
領
海
に
お
け
る
船
舶
衝
突
に
関
す
る
責
任
は
、
衝
突
地
の
法
に
よ
る
。
第
四
六
条
(同
前
)
公
海
に
お
け
る
船
舶
衝
突
に
関
す
る
責
任
は
、
各
船
舶
が
同
一
船
籍
国
に
属
す
る
時
に
は
船
籍
国
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、
各
船
舶
が
船
籍
国
を
異
に
す
る
時
に
は
、
加
害
船
舶
の
船
籍
国
法
に
よ
る
。
第
四
七
条
(海
洋
事
故
救
助
〈
改
正
・
一
九
九
九
二
・
五
〉
)
海
洋
事
故
救
助
に
よ
る
報
酬
請
求
権
は
、
そ
の
救
助
行
為
が
領
海
で
な
さ
れ
た
時
に
は
行
為
地
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、
公
海
で
な
さ
れ
た
時
に
は
救
助
船
舶
の
船
籍
国
法
に
よ
る
。
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附
則
(第
九
六
六
号
、
一
九
六
二
年
一
月
一
五
日
)
①
施
行
時
期
本
法
は
公
布
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。
②
廃
止
法
令
西
紀
一
九
一
二
年
三
月
速
令
第
二
一
号
「
法
律
を
朝
鮮
に
施
行
す
る
件
」
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
。
附
則
(
海
洋
事
項
の
調
査
お
よ
び
審
判
に
関
す
る
法
律
)
(第
五
入
〇
九
号
、
一
九
九
九
年
二
月
五
日
)
第
一
条
第
二
条
第
六
条①⑪
第
四
七
条
の
題
目
(1
)
(2
)
施
行
時
期
第
二
条
乃
至
第
五
条
は
省
略
他
の
法
律
の
改
正
な
い
し
⑩
省
略
渉
外
私
法
の
な
か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
"
海
難
救
助
"
を
海
洋
事
故
に
し
、
同
条
本
文
中
石
光
現
、
「国
際
私
法
解
説
」、
芝
山
二
〇
〇
三
年
一
五
ペ
ー
ジ
石
光
現
、
上
掲
書
、
一
五
1
二
一
ペ
ー
ジ
参
照
"
海
難
救
助
"
を
"
海
洋
事
故
救
助
"
に
す
る
。
